
あ ります。

絵の残 り方や板材 の傷 みか らみて屋外 に曝されていた

ものとは考え られず、当初 は 「加耶吉利堂」内で本尊馬

頭観音の厨子 を囲む ように壁面に配 されていたもの と想

像 され ます。

2)両 界曼茶羅 絹本着色 掛幅装 二幅 本紙法量

縦104.5横93.0南 北朝時代末

密教の教義 を視 覚化 してあ らわ した もので、大 日如来

の慈悲の世界 を胎蔵界曼一一r-F一があ らわ し、知恵の世界 を

金剛界曼一一t-F一一 が あらわ しているとされる もので、あわせ

て両界曼茶羅 といい、弘法大師空海が中国の唐か ら将来

した といいます。本 図はその縮小版 にあた りますが、輸

入品であった とされる幅広 の絹地 に岩絵の具や金箔 によ

って描かれた ものであ り、大 日如来 はじめ多数の尊像の

細密 な図容 を丁寧 な筆致 と賦彩 であ らわ し、金 ・朱 ・緑

青 ・群青 などの諸色 の対比 も鮮 やか な本格 的な密教絵画 毘沙門

としてまとめ られています。面長でやや平板 な印象 にあ

らわされる大 日如来の面相 は宋風仏画の影響か とみ られ

るので、制作年代 は14世 紀末か ら15世 紀前半が推定 され

ます。

胎蔵界曼茶羅 では、中台八葉院の左右 に配 される金剛

部院 と蓮華部院の諸尊像 を割付 けて、一・部は下書 きまで

お こないなが ら、その間隔を大 きく取 りす ぎたために全

体が絵絹 の横寸法内に収 まらな くな り、結局上塗 りして

描 き直 してい ます。 どうした手違いかはわか りませんが、

曼茶羅図制作 の過程 を知 りうる点では興味深い ものです。

本図のように小型に分類 される両界曼茶羅 は、伝 法灌

頂をはじめ、無病息災 ・延命調伏 など各種 の密教修法に

用い られた とされ ます。

3)神 馬 図絵馬 板絵着色 額装 二面 画面法量 縦

150.0横180.0慶 長十一・年(1606)

横板 を五枚継いで画面 をつ くり、黒 白それぞれの馬を

太い墨線で巧 みに描 きお こしています。白馬が叢 を結い、 小王身

左足 も軽やかに穏 やか な歩様 に描かれるのに対 して、黒

馬は頭 を激 しく振ってvも おおいに乱れ、後足 を強 く蹴 り上げる 「あばれ馬」 の態にあ らわされてい ま

す。 この黒神馬 には夜 な夜 な画面か ら抜 け出して田畑 を荒 らす とい う伝説があるほ ど、その描写は生 き

生 きとして躍動感にあふれていますが、残念なが ら絵師の名は伝わっていませ ん。小菅権現 に奉納 され

た絵馬であるこ とか ら、黒 白の体色 にはそれぞれ祈雨 と止雨の願いが込め られてお り、水 を司る神 とし

ての信仰 につ ながる ものです。

なお、寄進者 とされ る皆川廣照 とその弟廣泰 は松代海津城主松平忠輝 の家 臣であ り飯 山城代 で した。

4)花 鳥図絵馬 額装 画面法量 縦90.0横134.0嘉 永二年(1849)

画面中央に岩塊 をあらわ して、その周 囲に咲 き乱れ る紅 白あるいは薄紅色 の牡丹 をあ しらい、岩上 に
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は羽毛色鮮やかな雌雄の錦鶏 を、そ して岩下 にはタンポ

ポ と山鳩数羽 を描 いてい ます。伝統的な花鳥画のモチー

フに したがったもので、岩絵の具の朱彩 と緑青や群青 と

の対比、あるいは牡丹の 白な ど配色 も美 しくま とめ られ

ています。開花 した牡丹 の さまといい、鳥の姿態 といい、

その描線 はおのおの特徴 を捉 えて見事であ り、 なかなか

に絵師の力量が高い ことを示 しています。裏面 の奉納者

には 「佐久間伴右衛 門源普」の名がみ えます。伴右衛 門

源普は飯 山藩士であ り、江戸 に出て谷文晃の弟子であっ

た鏑木雲潭 に師事 して花鳥画を修め、師匠の一字 をもら

い雲窓を号 した といわれてい ます。 したがって、本図の

作者が佐久 間伴右衛門であった可能性 は高いと考 え られ

ます。

また、裏面 の墨書銘は本図奉納の事情 を伝 えて きわめ

て貴重であ る。 これ に よれば奉 納の二年前、弘化 四年

(1847)に お こった善光寺地震のため被災 した:飯山城下

の家屋修復 にあた り良材 な く窮 していた ところ、小菅山

別当英真法印の計 らいによ り山木数百本の提供 を受 ける

ことがで きた とし、 これ を小菅の神恩 と感謝 して ささや

かなが ら本絵 馬を奉納す るとしています。

5)十 六善神 図 紙本着色 掛幅装 本紙法量縦176.0

横213.5江 戸時代中期

大般若経 を守護す る護法の善神 を描 くものです。国家

安泰 ・五穀豊穣 ・病気平癒 などを祈 って大般若経 を転読

しておこなわれ る大般若会 においては、中央に釈迦 ・文

殊 ・普賢の三尊 をおいて、 これを左右か ら善神たちが向

き合 う形で囲む配置が本尊形式 とされます。釈迦如来以

下の群像 を一幅の絵 にまとめて描かれるものが通例 です

が、本 図では左右幅の善神像 が継 ぎ足 されて一・幅 とされ

ているので、 もとは中央 には今 は失われた釈迦三尊幅が

あ り、三幅一具 をな して、法会 のときには横長の大画面

をなしたもの と推定 されています。

本図の十六神各尊 は個性豊かに描 き分け られ、やや大

胆 で素朴 な筆使 いなが ら彩色 も鮮やかに残 るもので、江

金剛界曼茶羅

胎蔵界曼茶羅

戸時代 中後半に作 られた ものとみ られます。向かって右の諸神 中に女性神が配 され るのは珍 しいです・

尊名 まで も墨で黒 く塗 り込む背景部 には傷 みなどの相 当な理由があったか らで しょう。元 隆寺の別 当で

あった大聖院の旧物 とされ、その後継 となる菩提院 に伝存 しています。

6)「 信濃 国高井郡小菅山絵図」 紙本著色 本紙法量 縦117.2横121.0延 享三年(1746)

元隆寺域の山林改めのために作成 された と記 され る。現観音 堂がみえないことや元隆寺 の塔や堂舎 ・

塔頭 などの伽藍 のさまか らす ると中世盛時を復古的 に描いたものか と考 えられ ます。
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3工 芸など

1)鳳 鳳透彫 り脇立 木造彫刻彩色 外形法量縦74.9横32.1厚1.1天 文十五年(1546)

「竹 に鳳風」 と 「桐 に鳳鳳 」の二面があ ります。竹木 と桐木 に留 まる鳳鳳 の さまを半肉透 か し彫 りと

してあ らわし、彩色 を施 してい ます。竹図の下地板 には金箔 を捺 し、室町時代後期 の工芸品 として も貴

重です。裏面の銘文か ら天文十五年(1546)の 造立 と知 られ、「奥社脇立」 と記 され るので奥 院内陣空

間を飾 るものであったと思 われ ますが具体的には不 明です。

2)鰐 口 銅鋳造 径16.8厚5.1文 禄二年(1593)

鰐 口とは本堂正面の軒先 に吊 り掛 け、その撞座には吊 り下げた太い布縄な どを当てて音 を出す もので

す。本品は合 わせ型 による銅鋳造 となる もので、外縁 ・内区と撞座 はそれぞれ陽鋳圏線で区切 られ、撞

座内には尖 った入葉の蓮弁形 と、中心に蓮子一個 を陽鋳 してい ます。表面の銘文は陽鋳 し、裏面 の銘文

は塾 による陰刻 であ らわしています。それによれば文禄二年(1593)に 制作 されたことが知 られるので、

当地方の鰐 口の基準作 として も貴重です。 甲越 の合戦 も収 ま り小菅社奥 院は これ より二年前 に再興 され

ているので、あるいは奥院に掛 けられていた可能性 もあ ります。本品は鰐口 としては小ぶ りの もので、

古式 を襲いなが らも撞座の蓮弁形が尖 るように中世末期の様式 を示 しています。

白神馬 黒神馬

十六善神画像 花鳥の図
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竹方鳳鳳文 桐鳳鳳文
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第4節 考古学から見た小菅

1小 菅の集落内を探 る

小菅集落内においての考古学調査 は古 くか ら行われていま したが、発掘調査 を実施 したの はご く最近

か らです。

平成13年10月 、学校法人文化学園の支援 をいただいて大菅遺跡 と小 菅大聖院跡の試掘調査 を行 いま し

た。この報告書 は、翌年3月 「大菅遺跡 ・小 菅大聖院遺跡」 として飯 山市教育委員会か ら発刊 してお り

ます。大菅遺跡 は北竜湖の東岸 にあ り、中世の大菅集落があった とされ、近世 にその一部が小 菅に移 り

住んだとの言い伝 えがあ ります。調査の結果は、平安時代や中世の遺物 を若干発見いた しま したが、集

落の痕跡 までは把握することが 出来ませ んで した。

大聖院は、中 ・近世においては小菅 山元隆寺の別当の住 まいであ り、当時の中核寺院であった場所で

す。礎石等 も残 されていることがわか り、 その まま保存す るこ とといた しました。

平成14年6月 、県過疎地域代行道路建設事業に伴い仁王門の南側 において発掘調査 してお ります。 こ

の場所か らは、建物 跡2軒 を検 出するなど、中世農村集落の一部であると推定 されます。

平成14年8月 、国庫補助事業の市内遺跡発掘調査 として大聖院跡 を調査 しました。 これ らは、平成15

年3月 に 「小菅修験遺跡」、「市 内遺跡一千刈 ・小菅大聖 院跡 ・大菅」 として報告書 を発刊 してお ります・

この ように、 ここ数年で小菅についての考古学 的調査 は進んで きましたが、考古学的調査 ばか りで な

く自然や歴史 ・文化 ・民俗 を含めた小菅全体 の総合的な調査 が必要 とのことにな り、 国庫補助事業 とし

て平成15年 度か ら二 ヵ年事業で小菅総合調査が開始 され、新 たな視点で発掘調査 を実施す ることとな り

ました。本稿 ではその発掘調査の概要を報告 します。

2発 見 された遺構と遺物

1)既 出遺構 と遺物

区や神社、個 人が保管 されている資料 を調査 しました。

和鏡 小菅神社 には三面 の和鏡が所蔵 されてい ます(写 真1・2)。 その うち一・面 は小菅神社奥社本殿

修理工事の際 に甘露池周辺 か ら発見 された もの と考 え られ ます。鏡 はそれぞれ8.55、7.1、5.4cmと 小
す はましょうじゅそうじゃくきょう かき ね りゅうじゅそうじゃくきょう きくもん

さなものです。鏡 の裏に描かれている図柄か ら、それぞれ州浜 松 樹双 雀 鏡、垣根 柳 樹双 雀 鏡、菊文
ちらしそうじゃくきょう

散 双雀鏡と呼ばれています。州浜松樹双雀鏡は州浜の上に松樹が讐え、左に二羽の雀が遊舞する情景

をあらわす典型的な室町期の擬漢式鏡です。垣根柳樹双雀鏡は、垣根越しに柳の樹が風に揺らぎその

写真1州 浜松樹双雀鏡(左)と 垣根柳樹双雀鏡(右)
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下 に二羽の雀 が乱舞す る情景 をあ らわしてい ます。

こうした題材 は鎌倉期の ものにも見 られる らしい

ですが、肉取表現か ら若干年代 は下が ると考 えら

れています。菊文散双雀鏡 は、全面 に菊紋 を散 ら

し、上部に二羽の雀 を配 してい ます。 また、小鏡

で紐穴が空 けられていない点か ら実用品でない と

され、上縁部 に穴が穿たれてい ることか ら御正体

として懸垂 されたものであろ うと指摘 されてお り

ます。

以上の ことか ら、 これ ら三面の鏡 はいずれ も腐

蝕が進んでお り状態は悪い ものの室町時代の特徴 写真2菊 文散双雀鏡

を良 くあ らわ しています。
わにぐち

鰐 ロ 鰐 口は、神社や寺院のお堂の前に吊るして、参詣 した人が太い綱で打 ち鳴 らすための一種 の楽器

で、内部 は空で鈴 をつ ぶ したような円形 を し、下の方へ 向か って口が開いています。鰐 口の一面 には

「奉寄進金丸与八郎 干 時文禄二葵 巳任九月吉 日」 と陽刻 されてお り、年代 と奉納者が明 らかです。文

献によ ります と、天正19(1591)年 、奥社本殿 は別 当大聖院等が願主 となって再興 された とあ り、鰐 口

はその二年後 に奉納 されたこ とにな ります。金丸与入郎 なる人物について調査 は行いましたが、 まだわ

かってお りませ ん。

銭 貨 江戸時代 の寛永通宝が最 も多 いのですが、 中世 の中国か ら輸入 された渡来銭 も多 く発見 され て

い ます。 日本 においては中世全般 にわたって使われていました。 これ らの渡来銭 は江戸時代 の寛永10年

(1670)の お触書 によ り使用禁止 となって以降 は

流通 しません。また、室町後期以降大量 に流通 し

繋 鉾鏡皆灘 蟻淫稽欝 漉極粛
された もの と考 えられ ます。

土器 奥社本殿の工事等 において、床下か らかわ

らけ等が多 く発見 されています。 これ らの多 くは

鞭繍膿繍廉犠駿器雲婁
が、あるいは護摩祈祷 や特別な行事 において使用

された とも考 えることが出来るか と思います。年

代的には、飯 山地方で こうした鞭轄使用 で、底部

豚繋 誌ぎ劉 髪獣 よ膿 罫ζ匠
戸時代 にかけての もの と思われます。
しゃくじょう

錫 杖 小管住民の方が、自宅の庭の池を掘ると

きに発見されたとのことで、宗教的な遺物とし

て大変貴重な資料で、錫杖の頭の部分です(写 真

総 徽 饗 騨 灘 一一….,__._一
要の梵唄に合わせて振り鳴らすなど用途が変化し 写真3錫 杖
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た ようです。振 ると 「しゃ くしゃく」音がす るの

で名づけ られた ともいいます。本例 は、杖 の頭部

で環の頂 に宝塔 を置 き、現状 は環が ひとつだけで

すが、かつては左右三本ずつ計六環 もしくは十二

環あった もの と思われ ます。沈線で蓮弁飾 り等 を

やや省 略 して表現 しています。
こ こ しょ

五鈷杵 変わった形 をしてお りますが、先端 に五

本の突起があ り五鈷杵 あるい は五鈷鈴 といわれる

ものです(写 真4)。 密教 の代表 的な法具 で、あ

らゆる煩悩 を打 ち破 る堅固不壊 の心 を標示す ると

いわれています。金剛杵 は、杵形 の把 の両端 に鈷

(切っ先)を つけた もので、古代 イ ン ドの武器 に

その源流 をもつ もの と言われています。鈷の形式

よって ひとつの ものが独鈷杵 ・三つ になっていれ

ば三鈷杵 と呼ばれています。本例 は、下方に鬼 目

と呼ばれる半球状の突起 や二条の紐で括 る蓮弁飾

等細密な沈線で装飾 しています。 これ も小 菅修験

遺跡 を代表する遺物 のひとつ として貴重です。

この錫杖 と五鈷杵 の年代 は、特 に錫杖 などは各

箇所いずれもかな り省略 された形式 となっている

ことか ら、中世末あるいは17世 紀代の江戸時代前

期に位置づ けられるのではないか と考えています。
かけほとけ

懸仏 小菅の市村文昌さんが保管 されていた もの

で、 自宅敷地内か ら発見 された との ことです(写

真5)。 鋳造製の大変小 さなものです が、背中の

部分 に突起状 の ものがあ ります。 このことか ら懸

仏ではないか と考 えてお ります。懸仏 とは、仏像

や名号 ・神像 を円盤状 にあ らわ し、神社 ・仏寺の

内陣に懸けた もので、本例 は穴があけ られた和鏡

などに取 り付 け られていたのではないか と思われ

ます。 この年代 については、室町時代 と考えてい

ます。いずれ も信仰 ・宗教 に関わる遺物であ り、

小菅修験 の片鱗がつかめる貴重 な資料です。

2)発 掘調査

大聖院跡及び周辺

石段の各地点です。

写真4五 鈷杵

写真5懸 仏

大聖院跡 とその周辺 の調査 は三箇所 にて行 ってお り、大聖院跡、池、護摩 堂北、

大聖院跡 は、調査 の結果、礎石な どが比較 的よ く残 されていることがわか りました(写 真6)。 間口

18問 、奥行 き7問 の大 きな建物 で、厩跡や大釜跡、風 呂跡、座敷 など間取 りもほぼ判明 しま した。建物

の規模 を見て も元隆寺の中枢 であったことが よくわか ります。 なお、調査 は一部 において トレンチ調査

も行い ましたが、礫が敷 き詰めたような場所 も発見 され ました。当初の 目的が遺構の確認であ り、 よ り

下層の古い時代の調査 も興味あるところで したが、逆 に上の礎石等 を破壊することにもな ります ので、

そのまま保存す ることとしました。将来の本格的な調査 に委ねたい と考えています。
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ここで発見 された ものには、昭和30年 代 まで住

まわれてい ましたので最近 の もの も出土 していま

すが、江戸時代の食器類 な どが多 く出土 していま

す。銭貨 は39点 発見 され、そのほ とん どが寛永通

宝 と文久通宝 ですが、中世の渡来銭が二点(天 禧

通宝 ・永楽通宝)出 土 しています。

なお、中世 にさかのぼるものとして は珠洲陶器

が出土 してい ます。珠洲陶器 は、中世 に能登半 島

の珠洲郡市周辺で焼かれた陶器で、壷や甕 などが

生産 され ました。その年代 は12世 紀か ら16世紀 に

かけてであ り、 さらに16世 紀 には珠洲郡内に流通

が とどまった とのことで、 この陶器が発見 された

ことは15世 紀末頃までの年代 を想定す ることがで

きます。 さらに、発見 された破片 は壷T種 と呼ば

れる珠洲陶器壷で、その年代 は概ね14～15世 紀 と

考えられます。珠洲陶器 が出土 した ことで、 この

大聖院周辺は確実に中世 まで遡 ることが遺物か ら

も証明 され ました。

池地点の調査 は、中世の痕跡が認め られるか ど

うかを明 らかにす るため、池の中央 に一本の調査

区を設けて行 いま した(写 真7)。 池底面 はほ と

んど湊われてお り、中央が約30cmの 深 さで堆積 土

が少 し認め られただけで した。そのため、池の堆

写真6大 聖院跡

写真7池 の調査

積土か ら池の構築年代 を明 らか にす ることが出来 ませんで した。

しか し、中央の堆積土か ら近世～現代の遺物 に混 じり中世の珠洲 陶器が発見 されてい ます。 出土状態

か ら池の構築年代 に直接結びつけることは出来 ませ んが、その可能性 は残 されている と考 えます。

護摩堂北地点ではかな りの範囲を調査 しましたが、遺構や遺物 において特筆すべ き点は認め られませ

んで した。

石段地点は、旧石段 のタタキと思 われる部分が

か なり下層 に認め られています。中世の瓦器片 も

出土 してお り、現在の大聖院跡地が中世以降大 き

く変化 している可能性 があ ります。

観音 堂跡 地元 では、現在 の観音堂 に対 して
ふる

「古観音堂」 と呼 んでい ます。奥社参 道入 り口か

ら100mの 地点 にあ り、 明治27年 に現在地の菩提

院北に移転 しましたがそれまで存在 していました。

旧観音堂跡 には昭和50年 代 に観光施設 として休憩

所が建 てられましたので破壊 された と思われてい 写真8観 音堂跡の礎石

ま したが、清掃 を行 った ところ礎石が確認で き、二 間 ×二 間の建物 で入 り口か ら周 囲に回廊がめ ぐって

いたことが わか りました。柱 問寸法 は210cmで 、奥 の張 り出 し部分 こそあ りませ んで したのでその部分

だけ相違 していますが、その他 は現在の観音堂の建物 と規模 は一致 しているこ とがわか りました。遺物

は多 くは出土 しませ んで したが、遺構が 残 されていた ことは大 きな発見 となりました。
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講堂周辺 近世以降、講堂周辺 において 「市」が開催 されていたことが文献か らも判明 しています。

この時、講堂及び祭式場、参道周辺 に 「高見世 」「飛 さや」 と呼ばれる店が 出されていたよ うです。臨

時的な建物である 「飛 さや」 は、講堂 と祭式場 の周辺 に48軒 出されていま した。 こうした建物 の痕跡 を

調べ るために、平成16年9月 確 認調査 を行い ました。

5箇 所 の調査地区の うちで、現在 の市神が建 立 されている付近の調査 区か ら、「飛 さや」 と推 定 され

る跡が検出 されま した(写 真10)。 掘立柱建物跡の柱 穴 と推定 される もので、素掘 の穴 の周 りに数個 の

平石 をめ ぐらして四角い穴 とした もので、「石組柱穴」 とでも呼ぶべ きものです(写 真11)。 遺構 は近世

面 と考 えてい ますが、石組 み柱穴には後 にモル タルで補強 されていますので、 明治あるいは大正頃 まで

使用 された痕跡が伺 えます。

遺物 は近世以降、近 ・現代 の陶磁器類 を中心 に発見 されています。

写真10「 飛さや」跡 写真11石 組柱穴

3)小 菅修験遺跡

小菅集落内を、中 ・近世の 「小菅修験遺跡」 として登録 してい ますが、その実態 について はまだまだ

不明な点が多 いのが現状 です。

しか し、中世遺物 の検 出や既 出遺物 の懸仏 ・錫杖、保管 されている曼一一r一一x一一 図などか ら、小 菅は中世か

ら近世の初めにか けてはそのような宗教都市であった ことが言 えるか と思います。その後、近世農村社

会の中で飯 山藩主等の庇護 のもとに再建 され、あるいは変貌 しなが ら近 ・現代へ と歩んだもの と考 えら

れ ます。今後 さらに調査 ・研究 を進めるとともに、現在 の歴史的景観 を保全す る試み をすすめるべ き時

期 に来ているように考 えられます。
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第4章 小菅の未来

地域の文化財から国民共有の財産へ 笹本正治

飯山で最初 に話を してか ら六年、小菅 に通 い始めてか ら五年が経ちま した。小菅 に行 けば行 く程、小

菅に魅せ られます。それでは小菅の良さはどこにあるので しょうか。

その最大の魅力 は 自然 と解 け合 った集 落の美 しさです。小菅 には自然に対す る畏敬 の念 を持ち なが

ら、 自然 と共 に歩んで きた 日本の集落の典型があ ります。小菅山の山懐 にいだかれ、周囲 を耕地で 囲み、

家 々が中心部に集中す る景観 は、一つの宇宙を示 してい ます。

小菅神社奥社への参道 を歩む と、杉 の巨樹 の問か らの木漏れ 日が、神の眼差 しのように注 ぎます。足

下の苔む した石畳は、多 くの人 を神の世界 に誘 った歴史を実感 させ ます。 さらに周囲に点在する巨石 は、

神が宿ることを感 じさせ ます。天をつ く巨木は神が降臨す るア ンテナです。 日本人が神 を感 じようとし

た要素のすべ てが この地 に維持 されています。

厳 しかった冬が終わ り、五月の連休 が近づ く頃、小菅の春は満開です。講堂前で も、奥社入 口の鳥居

の前で も枝垂桜が、瀧の水 のように天か らピンクの花 を滴 らせ ます。少 し山にはい るとカタク リの花 が

可憐 な姿 で迎えて くれます。やがて、周囲の山々の燃 え立つ ような緑が眼に飛び込んできます。

集落か ら五分 ぐらいの場所 にブナの林があ ります。特 に紅葉 したブナの美 しさ。 これだけ人家に近 い

場所で、こんなブナ林 に会 えるなんて思い もしませ んで した(写 真1)。

小菅で始めて、雪の重 さと、美 しさ、荘厳 さにも出会 いました。

ともか く、いつ来て も、 どこを切 り取 って も小 菅は実 に美 しい集落です。 この集落の美 しさは住民

が作 っています。小菅で もっ とも魅力 的なのは住

んでいる人たちです。頑固な親父 さんたち、陰で

そっ と支える奥 さんたち、歴史 を担 った老人たち、

未来を作 る子 どもたち、そ して祭 りの主役の若者

たち、 どの顔 も本当に生 き生 きしてい ます。そ し

てつ きあえばつ きあ う程、それぞれの人の人柄 に

吸い込 まれます。

小菅 には長い歴史に裏打 ちされた独 自の文化が

あ ります。小 さな子 どもたちまでが ごく自然 に神

の前 にぬかず き、玉串奉彙 をす る姿 に驚 きまし

た。 自然 に形成 された神へ の接触が里宮の景観や、

奥社 の建物 を維持 し、柱松神事を続けている根底

にあるのだ と思います。祭 りの時 に食べ るえこも、

日本海 と深いつなが りを持つ この地域独 自の食文

化 です。人 びとの言葉 にも、道具 にも、物腰 にも

地域の伝統が こめ られています。

こうした中で 目立つの は助 け合いの心です。集

落の共同作業 をこの地では御伝馬 と呼びますが、

様 々なことが御伝馬でなされ ます。用水路 の確認、

集落の道 の掃 除、そ して柱松神事。当た り前の よ

うに、誰 の指示 もないのに、一人一人が 自分の役 写真1ブ ナ林
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割 を認識 して、作業が続 きます。 これは雪国の助け合いの文化 の典型 です。

でも、良いことばか りではあ りませ ん。 これだけの景観が残 され、共 同体が残 された ことは、他所 の

ように景観を変 えるだけの投 資が なされず、人 口も増 えなかったことによ ります。足 りない ものの代表

は、若者 と子供です。彼 らがいな くては地域 の活性化 もあ りません。 なぜ 、人が少 ないか といえば、 こ

こには職場が無 く、職場を求める とすれば町の中心部か、 さらには長野市の方面に向かわなければな り

ませんが、そうなって くれば何 もこんな遠 くで な くても、職場 に近い ところに住 めばいい とい うことに

な ります。

人が少 ないことは一般的な意味での娯楽環境 も提供 されないことを意味 します。遊びたい若者 や子供

などが楽 しむ場 もないんだった ら、都会で楽 しもうとい うことにもな ります。何 よりも親 と しては子供

の将来 を考えて、 もっと高等学校や大学が近 くにある地域の方が よい とい うことにもな ります。

今、小菅は伝統的な文化 と、それ を支 えるべ き人たちの減少、離反 との問で揺れ動 いてい るように見

えます。その中で気 になるのは、住民が本 当に小 菅の良 さを理解 し、豊かさを享受 してい るかです。他

所 に出て行 く人 も、何 とひ きかえに小菅 を出て、何 を得 るのか をしっか り認識 していないのではないか

と思い ことです。

先ほ ど上げて きた小菅の良い点 を維持 してい くのには住民の努力が必要 です。何 もしないで景観が守

られた り、文化がつながった りは しないのです。伝統 を守るためには、何か伝統で、 どこが よいのかを

認識 しな くてはな りませ ん。で も、私たちは 日常生活で空気 の大切 さ、命の水 の重要性 を忘 れ、ある も

のとして当た り前 に思 うの と同様、環境の中に入 って しまうとそれが当然で、特別な もの として認識 し

ません。

まずは、 この地に住んでいる人たちが小菅の どこが よいのか をしっか り認識 しましょう。小菅の住民

たちが よい と思 わなければ、他所の人たちが どれだけ小菅を素晴 らしい といった ところで、何 も変 わっ

てはきません。小 菅のどこが良いのか、 どこが悪いのか、 どうすれば もっと良 くなるのかを、一・人一人

が考 えてみたい ものです。特に、何故 この ような総合調査 まで行 われるのか、 なぜ こんなに多 くの研究

者がこの地に引 き付 け られるのか を、住民 の側 か ら考 えてみて ください。 このような総合調査 が行われ

る場所 は、全 国で もそんなにあ りませ ん。これが実施 されていること自体、この地が宝物であることを

示 しています。

良い点 はしっか り主張 してい きましょう。テ レビではコマーシャルが流 れ、都会は 自己主張を して、

人 を呼び込みます。小菅の良 さは誰一人主張 しません。素直な子 どもたちだった ら、都会の方が よい と

思 うのは当然です。でも、小 菅の皆 さんが小菅を大切 に思うのな ら、その思い、小 菅の良 さを、子供や

孫に伝 えねばな りません。小 菅の良さを相対化 した上で、都会 と比較 し、ここを去れば何 を得 られ、何

を失 うか、それ は人 として生 きる時にどのような意味 を持つか、 じっ くりと語 りたい ものです。それが

で きるようにす るためには、親が小菅 を知 らな くてはダメです。

私たちはこれ まで便利 さを最大の美徳 として きました。歴史 の進歩 とは人間が楽がで きるこ とだ とし

て きました。 しか し、多 くの文化 はその便利 さと反対の ところにもあ ります。集落で多 くある共同作業

は個人の自由を束縛す るとして、嫌 う若者 は多いはずです。小菅にいた ら付 き合 いだけで も大変 だ、都

会の方がずっ と楽だ、そ う考える若者 もいるはずです。何 もこの雪深い ところで生活 しな くても、他所

へ行けば雪が ないだけで も天国だ と思 う人 も存在 します。小菅の民家は使いに くい、先生た ちは古い家

が素晴 らしい とい うけれ ども、住 んでいる側 か らすれば決 して良 くない とい う人 もい ます。小 菅の棚 田

は綺麗 だというけれ ども、棚 田はあま り機械 も入 らず、効率 も悪い、放置 されるのは自然の成 り行 きだ、

こう考 える人 は多いはずです。つま り、小菅の魅力 とされ るものが、全 く逆 の評価 を住民か ら受 けてい

ることもまた事実です。

で も、都会で は孤独死があって も、小菅では野垂れ死 にすることはないで しょう。小菅の風景 はどれ
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だけお金 を払 って も都会 では見 ることがで きません。式のすば らしさは どれだけお金 を払 っても味わえ

ませ ん。これだけ素晴 らしい仲 間を、都会では どうや って作 った らよいので しょうか。

なぜ こんなによその人 は、小 菅 に熱 中するので しょうか。 当た り前ですが、 それ だけ魅力があ るか

らです。その魅力は住民 が努力 して守れば、住民 とって も価値 あるものなのか、そんなことはないのか、

それ も考えてみましょう。

今や小菅の魅力、景観、文化 な どは、小菅の住民 だけでは守 りきれない ところまできています。柱松

柴灯神事が三年 に一度 になったの も、経費の大 きさと、祭 りを担 う人の減少 によってで した。祭 りの場

となる大聖院跡 の護摩堂 も、 もう持ち こたえられない ところまで きています。大聖院の石垣 もは らんで

きています。柱松柴灯神事 は県 の文化財 に指定 されてい ますが、実態 としては小菅の人たちだけが保存

し、支 えてい ます。これが維持で きな くなった時、文化財 に指定 した県 はどの ように思 うので しょうか。

県民 にとって本当に大事 な文化 な ら、市民に とっては当然、,国民に とって も大切 なもののはずです。

地域 の文化財、地域の文化 を市民、県民、国民共有 の財産 としてい く動 きを しなければな りませ ん。小

菅の文化 はそれ くらいの ことをして も良いだけの内容 と価値 を持 っています。市民、県民、国民 を巻 き

込んでの文化財保護を していきましょう。そのためには先ず、●地域住民が文化 を楽 しみ、その楽 しみを

他人にも分 け与え、 よその人 に理解 していただきましょう。その上で、小菅の文化が価値 ある と思った

人か ら協力 を得 て、地域の宝物 を維持 してい くしかないでしょう。

私 は小 菅の良さが全国 に理解 され、集落研究の一つの教科書 にされ、それぞれの人が住 む周囲 にしっ

か り目が向け られ、地域の独 自性が考え られるようになることこそ、小 菅の未来だ と思い ます。そのた

め には、小菅の主人公である住民の皆 さんは、小菅に誇 りを持 って生活 し、小菅の誇 りを伝 えていかね

ばな りませ ん。小菅を全国の教科書 にまで持 ってい くために、お互い努力 してい きましょう。

希望を作 ることの大切さ 村 山研 一一

小菅集落の近代の歴史 を追 ってい くと、改めて戦後の高度経済成長が山村 を大 きく変えて しまった と

いうことがよ く分か ります。近代 の 日本 は、スクラ ップ ・ア ン ド・ビル ドによって新 しい社会 を作 って

きたのですが、当然、棄て られて しまったものも多かったわけです。小菅 も高度成長 までは定常状態 を

維持 していた ように見 えますが、 よくよく考えてみれば大聖院の廃寺か ら小菅の近代 は始 まっています。

人口や生業の流れを追 ってい くと、小菅の集落は存続の危険水域 に入 りつつある とい うこ とが分か り

ます。人口や世帯が減少 していったの も、若い人々が将来 を託す ことので きる職場がなか ったか らです。

高度成長の過程で 日本人の問に拡がった 「豊かな生活」 を若い世代 に保証す るようなものが、小菅では

用意できなか ったとい うこと、 これが過疎化 を招 いた大 きな要因だということは明確 です。何 も小 菅だ

けに起 きたことではな くて、 日本 のすべての山村 に起 きた出来事 だったわけです。

しか し、1970年 代 の半 ばか ら、事態は微妙 に変 わってきます。例 えば、毎年総務省 で行 っている 「国

民生活 に関す る世論調査」を見てい くと、人々の要求が 「ものの豊かさ」か ら 「心の豊か さ」 に変わっ

てい くのが この頃です。恐 ら くは、調査 をしてい る人 も、調査 に答 えている人 も、「心の豊か さ」 とは

何 か とい うことについて は、具体的なイメージは何 も持ち合わせていなかった と思います 。 しか し、大

衆消費社会が飽和状態 をみせて、「これは自分 たちの求 めていた ものではない」 と考 えた人々が多 く現

れて きた とい うことは確 実にいえると思います。1975年 には文化財保護法 の改正 によって 「伝統的建造

物群保存地域 」の制度が作 られてい ます。古い もののスクラップ化に対する歯止めの方法 が現れた とい

うことは、高 く評価 で きると思います。

それか ら30年 が過 ぎて、事態が全 く変わっていないのではないか とい う思いを持つ人は多いで しょう。

で も、バ ブル経済の崩壊、工業空洞化、環境危機、少子化、 このような現実に対峙 して、事態が変わっ

ているか、いないかではな くて、事態 を変 えていか なければな らない ところに来てい ます。「心の豊 か
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な社会」をこれか ら作 っていか なければな らない

と思います。

小菅 の 自然景観、歴史景 観、伝 統行事 は非常

に価値のあるものだ と思い ます。 このようなもの

が 「心の豊か さ」 をもた らして くれます。小菅の

す ばらしさは、近年 になって認識 されて きました

し、 この調査が きっかけで認識が ます ます高 まる

と思います。 しか し、心配 なことが二つあ ります。

一つは小菅が 「文化財」 として認識 される ととも

に、住民の生活 を無視 して 「保存せ よ」 とい う動

きが 出て くることです。「昔 の町並み」 といって

琴,仏,.,...窟_5卜

写真2集 落入口の石造群

も、.一.つの 「昔」があるわけではあ りませ ん。町並みは時間の中で変わってい き、実 は色 々な時代様式

が共存 しているはず なのです。重要なの は、 ブル ドーザーで町並みをスクラップ して、全 く新 しい町並

みをビル ドしてい くとい うや り方 を止め るとい うことにあると思います。住民 の生活 の中で、歴史的連

続性 を意識 しなが ら町並 みをどのように育てるか とい うことが、本 当の問題だ とお もいます。住民が こ

れか ら、小 菅の自然景観、文化景観 をどの ように育ててい くのか ということを柱 にして将来 の計画を作

る必要があ ります。

もう一つの心配は、 これ らの景観が 「観光資源」 として短絡的 にとらえ られてしま うことです。小菅

の景観が観光客 を意識 してよそ行 きのお化粧 をして しまうと、 これまでの小菅で はな くなって しまうよ

うに思います。 また、小菅 の戦後の歴史 を見てい くと、意地悪 く見れ ば観光開発 に一度は失敗 した とみ

ることもで きます。同 じ失敗 を繰 り返 して も意味あ りません。小菅の景観 を地域の発展 に結 びつけてい

くためには、遠 回 りの道 を辿 ることが近道ではないか と考 えてい ます。

小菅の将来は、人口統計 な どを見 る限 り絶望的に見えます。ただ、絶望的に見えるのは、 これ までの

工業化のシナ リオを念頭において数字の動 きを見 ているか らに過 ぎませ ん。いまや、工業化の シナリオ

は破綻 して新 しいシナリオが必要 になっています。そのシナ リオが どのようなものであるか は、誰 もは

っき りと責任 もって言 えませ ん。ただ、私 は次の ように考 えます。 これまでは、工場(あ るいは大 き

な事業所)の あるところに人が集 まってきました。 しか し、大 きな工場の多 くは海外 に移動 しています。

国内で は人の集 まるところが な くなってい ます。新 しい流れの中では、人(人 材 とい う意味ですが)の

周囲に新 しい仕事 は生 まれてきます。そ して、人は魅力的な場所に引 き寄せ られてい きます。小菅の魅

力 を維持す ること、育 てること、このことが子供 たちのUタ ーンや若い人々の1タ ー ンにつながって く

ると思います。

一見、絶望的なデータを提示 した私が言 うの もおか しな話 ですが、別 に絶望することはあ りません。

これか ら日本中が同 じ様な状態にな ります。 これまでの地域 の歴史 を振 り返 って、新 しい希望 を作 るこ

とが重要です。小菅な らばで きると思います。

まなびの伽藍 土本俊和

調査 に参加 した信州大学工学部の学生たちにあつ まって もらって、小菅の未来をかたって もらい まし

た。工学部の学生たちは、お もに建物 をはかるという調査 を しました。 しか し、単 に建造物 を実測 した

とい うのではな く、密度の こい時空間を小菅ですごしま した。学生たちは貴重な経験 をえました。 とく

に、人々やお祭 りや景観 にじか にふれることがで きたか とお もいます。では、いろいろでた声 をひ とつ

のながれにまとめてみます。
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小菅の人は、あたたか く、 した しみがあ り、信頼感があ り、隠 しごとが な く、住民 の意識のたか さは

宝である。 この意識 はこれか らもつ ないでい くべ きで、人のよさに感謝 したい。 と くに、お祭 りがす ご

く、 これほどおお きな祭 りをしていることはお どろきで、 これか らも、のこしていってほ しい。単なる

お祭 りではな く、宗教 とむす びついていて、その祭 りの装置 もの こっている。柱松 の準備 の とき、誰が

指示す るので もな く全員でや っている。そういった ことは、 どこで もみ られる とい うことではない。ま

た、景観がす ばらしく、みこた えのあ るのは奥社 にあが る道で、 これはす ご く心 にうった えて くる。戸

隠とくらべ ると、スケールでは戸 隠の方が上 といえるが、景観では小菅の方がのこってい る。住民の中

で脈々とうけつがれた文化財がい きている。だか ら、インフラの.__.時的な整備 などのため に小菅が こわ

れてほ しくない。

小菅の人々 と祭 りと景観を今の まま未来につなげていけた らいい。いまのい となみが未来へ継承 され

ていってほ しい。小菅を観光地 にする必要 はないが、素朴な名所 になればいい。

麟 藤 欝1轄蒸ll
けで はむずか しいのではないか。高齢者がおおい

ので跡継 ぎ問題が最重要 といえる。人がいない と、

何 をやろうにも、維持 した り、つ くりだ した り、

つたえた りすることが、困難 になって くる。 うけ

ついでい くのは小菅でそだった中の一部の人だが、

これか らはまもるだけではだめで、 うけついで き

た人が さらに創造 しなければならない。い まい る

人たちの思い をうけつげ るような、わかい人が必

要である。ただ し、ただ民家がいいということで

写真3小 菅集落

外部の人が はいって くるとよくない。 しっか りと、 うけついでい く仕組 みをかんがえたい。

それで、 まなぶ という姿で小菅にはいってい く若者がいれば、いいのではないか。熱意 のあるわかい

人間が まなぶ という姿勢ではいっていけば、いいのではないか。た とえば、あいている建物 をとりあげ

て、地域連携 の一環 でそれを再生 してい く過程 にて、小菅のいとなみ をまなび とってい く。いとなみ を

まなびとるカリキュラムを一つ一つでやってみ よう、 ということである。 とにか く、 まなび とるとい う

姿勢が ない と地域が くずれるか ら、教育機関 として大学が はいってい くのが よい。体験学習 的にものづ

くりをやってみる。生涯学習的 に老人 と子供 をふ くめた 「小菅のい となみ大学」みたいな もの、あるい

は、空 き家 を再生 していって、集落のあ り方をまなびとるとともに、再生 した建物 を 「茅葺 き学部」の

ようにい くつかのテーマ にそってわけてみて、小菅の周 囲の地区 もふ くめて、各所 に点在 させて、 ブナ

林や里 山や棚 田やアスパ ラガスや仏壇な どを トピックス としてと りあげてい く。

これは、箱モノの建物 をつ くるとい うのではなく、空 き家 になってしまった母屋や小屋 を再生 してい

って、それを拠点 としてい くものである。建物 を再生 してい く現場 にて、あるいは再生された建物のな

か にて、小菅のな りたちなどを、いろいろかた りあ うことで、何 をまなぶべ きかをさとってい く。 さら

に、まなび とった事柄 を、土 間などに、ならべた り、つるした りしてい く。この ように、空 き家 をいか

して教育機 関がはい ってい くのがいいのではないか。 これ は、地域 と大学の連携 で もあ り、 わかい世代

の育成で もある。

ふるい建物 を再生する過程 のなかで、まなびの伽藍 を、古代の小菅にあったか もしれない、ちい さい

山林寺院の ように、再構成 してい きたい。そ こで、 日々のい となみに即 した ものづ くりの場 をつ ちかい、

は ぐくんでい きたい。
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2005年2月8日 信州大学工学部太田記念館二階 会議室

参加者:土 本俊和 梅干野成央 岡本茂 松田真一 島崎広史 古川晴之 朱華方 早川慶春 鵜飼浩平

記録:岡 本繁 まとめ:土 本俊和

小菅の未来 小菅神社氏子総代会会長 蒲原良典

小菅の歴史は、修験道の開祖役小角が小菅権現 を主神 とす る八所権現 を祀った ことに始 ま り、以後小

菅は山岳信仰、神仏両道の修験道場 として栄え、多 くの人々が訪れました。かつては戸隠 ・飯綱 と並ぶ

北信三大霊場 として知 られてお り、信仰 の地 としての歴史を今 に伝 えています。

小菅神社 は、多 くの貴重 な文化財 を有 しています。 これ らは長い歴史のなかで、制作 ・寄進 ・奉納 さ

れた ものです。小菅の地は、幾度か戦乱 と復興が繰 り返 されるという波乱の時代 を送 って きました。そ

の ような中で も、小 菅の文化財は先人たちによって大切 に残 され、現在 まで受 け継がれて きたのです。

近年、小菅 も過疎化 の影響で人口が減少 し、老人世帯が多 くなって きました。そのため、小 菅集落だ

けで残 された文化財 を維持 してい くことは大変 困難なこととな りま した。私 たちはこの ままでは小菅の

文化財が消滅 して しまうのではないか と懸念 し、何 とか してこれ らの文化財 を残 してい くための協力 を

市長をはじめ、市の行政 に求め ました。

以後、毎年行政懇談会が開かれ、小 菅周辺地 区の整備 についての話 し合いを重ねてい きました。平成

7年 にはそれ らの内容 が具体化 し、"大 聖院跡地整備事業"が 始 ま りま した。そのなかで、平成10年6

月、信州大学人文学部の笹本正治教授 にお願いをして、今後の小菅集落お よび飯 山市全体 を考 える上で

のア ドバイザー となっていただきました。先生 のア ドバイス、 また調査研究 によって小菅の文化財 は重

要文化財であるとい う認識がなされ、その保存が考 え られていったのです。

平成12年 、"修 験:の里 小菅大聖 院跡地研究委員会"が 発足 され ました。文化財 を残 してい くために

は、 まず調査研 究か ら始めなければな りません。市か ら調査費が交付 され、本格的 に発掘な どの調査が

始 ま りました。 また、笹本先生 に中心 になっていただき、小菅に関するシンポジウムや勉強会が毎年 開

催 されることとな りました。平成13年 には小 菅の伝統的な大祭 である、柱松柴灯神事 を 日本全体 の祭礼

に位置づけ、祭 りの重要性 を理解す るための"柱 松 シンポジウム"が 開催 され ました。

そ して、平成15・16年 と2ヵ 年にわた り、国庫補助 による総合調査が始 ま りました。 また、信州大学

各学部の先生方や学生 さん にもこの総合調査 に加わって、各分野 における調査研究を進めていただ きま

した。そのほかに も全 国各地の諸先生方が小 菅を訪れ、 さまざまな分野 にわたって調査 をしていただき

ました。大聖院跡地、大聖院石段、石垣、庭 園などの大聖院周辺の調査か ら小菅集落全土 にわたって調

査がおこなわれ、次々 と小 菅の文化が明 らかになってい きました。

このような諸先生方、学生の方々、市 のご協力によ り、小菅 の文化財 を後世 に残 してい くための土台

がつ くられました。それと同時 に、小菅の歴史 ・文化 について新たな発見が もたらされたのです。 こう

して小菅の文化 の見直 しが図 られるなかで、人手が足 りず、継続 も危ぶ まれていた柱松柴灯神事 も、近

年 はこの祭 りのために帰 って来て くれ るふ るさとを離れた若者や、小菅近隣iの氏子 の方々の協力で継続

できるようになってきました。今現在、この柱松柴灯神事は、国の指定文化財 に向けて全国に発信 して

いるところです。

また、念願であった宝物の収蔵庫が"修 験 の里文化財収蔵庫"と してこのほど完成 しました。収蔵庫

の完成 により、文化財 の良好 な状態での保存が可能 にな りました。また、収蔵庫 を一般 公開す ることに

より、今 まで眠っていた文化財 を多 くの人 に観ていただける ようにな ります。 これを機 に、小菅集落や

市民の方々はもちろん、全 国の方々にも小菅について学 んでいただ きたい と思 ってい ます。 また、収蔵

庫 を教育の場 としても活用 していただければあ りがた く思います。

小菅の文化財保護対策 を懇願 してか ら、お よそ10年 の歳月が経ちました。その間に多方面か らの こ協
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力 を受 けて小 菅文化財 の保存 と伝承 のための事業

が進め られ、それ と共 に小菅全体の文化の重要性

が認識 されることとな りました。今 までみえなか

った小菅の姿が明 らかにされたことに より、住民

たちも地元小菅 に、 よ り一層誇 りを持つ ことがで

きたのではないか と思い ます。これ も調査研究 を

進 めて くだ さった諸先生方や学生の方々、市行政

の賜物 です。 この調査 において、大聖院の発掘調

査地や現存す る小 菅の貴重 な文化財 を提供 して く

だ さった武内家、 また各種助成事業の ご協力 にも

感謝いた します。 まこ とにあ りが とうございまし

た。

写真4柱 松行事

こうして小菅 の文化財の保存 と伝承のための基礎がで きました。 これ をもとに小菅 ・:飯山の文化財 と

して後世 に残 してい くための活動 を していかなければな りませ ん。長い小菅の歴史のなかで、文化財 を

守 り抜いてきた先人たちに敬意 を表す る意味でも、私たちは彼 らが大切 に伝 えて くれた小 菅の文化財 を

将来に向けて発信 し続 けてい く必要があるのです。

極私的小菅の里感傷散歩(50年 代を記録する)

小菅の里保護委員会事務局長 鷲 尾恒 久

ゴンボの買 出しに[一 の鳥居]

かつて、千 曲川左岸 の大関橋のた もと、常盤大倉崎地籍 に小菅神社の一・の鳥居があった とい う。小菅

か らは、対岸 となる。 ここに小 さなお寺があ り、その名を小菅山美妙寺(浄 土真宗本願寺 派)と い う。

現在の ような永久橋 となる前、大 関の板橋 を渡 って小沼へ行 った ことがある。す ぐ下 を千曲川が流 れ、

その流れ を見 ているとめまいが しそ うだった。横 に渡 された板がギシギ シいって、真 ん中 しか歩 けなか

った ことを覚 えている。 この板 は、大水 のたびに消 防団員 などが出て、取 り払 われた ものだ。今の大 関

橋 は、65年12月 の完成 だ。

一緒 に行 ったのが父であるのか祖父であるのか、今では覚えていない。 目的は、越冬用 の ゴンボ(牛

芽)を 買 うためであった。兼子 さんの家 まで、歩いてkmほ どの買出 しである。小沼のゴンボは、千 曲川

の河川敷が生 んだ地域 の名産であ る。 同じように、サゲエモ(木 島地区坂井の芋=里 芋)も 特産である。

参道 を行 く[二 の鳥居]

関沢 の地籍 に、二の鳥居がある。木造であ り、近隣では見 られないほ ど大 きなものだ。手前 にある石

灯籠 は、信州高遠の石 工の作 だ とい う。小菅神社 と記 された石柱が、参道入口を表 している。

鳥居 の北側 は、現在瑞穂保育 園となっている。映画 「阿弥陀堂だ より」では、樋 口可南子先生の通 う

診療所 となった。かつてはここに瑞穂小学校 と瑞穂 中学校があった。我が母校である。

2月 生 まれの私は、小 さい方だった。専 門が理科 の担任の先生 に連れ られて、 よく周 囲の野 山に出か

けたことを覚 えている。関沢山は、当時木が植 えられてな く、冬 になるとゲ レンデ となった。

まだ小学生 になる前の こと、父が手づ くりのスキー板 を作 って くれた。買 うほどのお金 もな く、長男

の私 にはお下が りもな く、父の手づ くりのクリスマスプレゼ ン トだった ような気 がす る。 自分で板 を削

り、先端 は火 の熱だか熱湯 に浸 けるかして曲げた。板が黄色 かったのを覚 えてお り、材 はエ ンジュかキ

ハ ダであったのだろ う。残念なが ら、 このスキーを存分 に使 ったという記憶 はない。
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石 を出 し合 い、道普請[尋 常学校]

問久沢の流れ を横断するころか ら、急 な坂道 になって くる。今 ここに桜 を植 えてあ り、桜 の下ではま

ず イチ リンソウが咲 く。この花 を雨降 り花 といっていたのだが、 なぜ だろうか。

参道のイメー ジ復元 にとの思いか ら、 この道 を 「和歌 サ街道 娑婆の道」 と洒落てみた ことがある。看

板 も 「○○会」 などとい う無粋 なものは止めて、草花 などを詠 った万葉集の和歌 を書いて立てた。小 さ

な立て看板 は表面を焼いて処理 し、 しばら くの問は風景になじんでいた。

大 きなカーブを描 いている地点の北側 に、昔尋常学校があった。学校はその後下 に移 り、今 は個人の

農地になってい る。 ここか ら道が まっす ぐ伸 びて、一番 急 な坂道 となる。梅雨の時期 な どに大雨が降る

と、 しょっち ゅう砂利が流 された。その度に各戸 に、ザルー杯 の砕石供出が触 れ出された。 どの家庭 で

も事前 に、家の周 りや畑 の石 を拾 ってお き、準備 しておいた。石 を砕いてお き、用 意 してお くのが慣 わ

しであった。敷 き均 しの道普請は、区民総出のお伝馬作業 となった。

雪道のすれ違い[休 み石]

尋常学校 か ら少 し上ったところ、追分 との中間点あた りに休み石があった。道路脇 に置かれた縦横50

cm、 長 さ150cmぐ らいの石 で、2～3人 が腰掛 けられる くらいの大 きさだった。道路改良の際に移動 さ

れた ものと思われ、現在 はない。

この近 くに、 ホップ園があった。ホップの収穫 は8月 のお盆前で、地域総 出の摘み取 り作業 となる。

当時の小中学生 も、猫の手 よ りはましと駆 り出 された。ザルー・つを持って行 けばよか った。収穫量 に応

じて賃金の支払いが なされ、葉 っぱ も目方の足 しにと収穫 を競い合 った。中にはザルの底 に石 ころを入

れてお くような悪ガキもいて、見破 られては大人たちか らゲンコッをもらった。

小学校帰 りの雪の一本道、友達 と雪玉を投 げた りしなが ら歩いていた時のこと。遠 くの前 方か ら、パ

ン屋 の配達員が箱 を担いで歩 いて きた。関沢に車 を置 き、小菅の山根屋商店 に配達 した、往復4km弱 の

帰 りである。恐 らく、標的 とす るような ことを言 ったのだろう。様子が普通ではなかった。雪道 を広 げ

て踏んで横 によけ、行 き過 ぎるのを待っていた。パ ン屋 は近付 くと、足元に箱 を置 くや否や、私 を抱 え

上げ 。あ っとい う問に、私はホーテキ(降 ったばか りの新雪)の 中に転が っていた。全身の雪 を

払い除けなが ら、下 ってい くパ ン屋の後姿がゆがんで見えた。

雪解 け水 に飲み込まれた学生帽[追 分]

追分 まで来 ると、道はすっか りなだ らかになる。 山と空 しか見えなかったのが、家並が見 えるように

なる。仁王 門が 目の前に見 えて、 もうす ぐだ とい う気 になる。歩いてきた下の方を振 り返 り、 もうこん

なに歩いたんだ と一息つ く。

春先 になると、消防団員たちが危険防止のために、道路沿いの水路に穴 を開けた。凍み渡 りの子供 た

ちが乗 って落ちない ようにとの 目印で もあった。帰 り道 に薄 くなった雪の壁 を長靴で蹴飛ばす と、雪 の

塊 が ドサ ンと落ちた。道路 の雪割 りもして、砕石 の くっついた塊 を水路 に転が し落 とす と、 ゴーゴー と

音 を立てて流れていった。ちなみに飯 山市 の道路除雪は、58年 の春先除雪か ら始 まっている。

57年 、小学校入学式 の帰 り道、6人 の新入生がち ょうどこの追分 まで来たときだった。私 の買 っても

らったばか りの真新 しい学生帽子が、大柄 なガキ大将の帽子の上 に乗せ られたち ょうどその とき。.__.陣

の突風が吹 き抜 けた。私の帽子はす うっと空 を舞い、雪解 け水 の流れる水路 に吸い込 まれた。「アッ1」

と叫 び声が上が り、ガキどもはいっせ いに流れを覗 き込んだ。残念なが ら、誰 にもなす術 はなかった。

一人だけが坊主頭 にな り
、以後 ガキ どもは無言での帰宅 となった。

小学生時代、 よく道草 を食 った。たんぼの中や土手 を歩 くのは、 日常茶飯事だった。ある時、1mほ

どの高 さのたんぼの土手 を飛び降 りた。下で待 っていたのは、畦に植わっていた楮の鋭角 な切 り株であ
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った。 もしか した ら、意識 的に狙 って飛 び降 りたのでは、 とも思 う。切 っ先はゴムの短靴 を突 き破 り、

土踏 まず を突 き刺 した。

みんな と同 じように、ズ ックの靴 を履 きたかった。親 にとっては、 ゴムの短靴の方が経 済的だ と思っ

たのだろ う。靴 の中で血が流れ、ヌルヌルと靴 の中で足が踊 った。怪我 の痛 さよりも、 もうこの靴 を履

かないですむ ことが うれ しかった。

天地神の交信[仁 王門]

仁王 門の脇 を下 って、杉の垣根の向こうに追分

が見えた とき、上 って くる少女が 目に入った。手

に荷物 はな く、今 までに見かけたことのない人だ

った。スラリと手足が長 く、髪 の長 さは中 ぐらい

だった。楚々 とした美少女 だった ような気

がす る。心臓 が ドキ ドキ と鼓動 した。遠 くの うち

は、頭の先端 か ら履 いている靴先 まで視線 を泳が

せた。すれ違 うときには、網膜一・杯 に遠 く西方の

妙高山が映 り、その中に少女が見 えた。

どこへ歩いてい くのだ ろうと、気 になった。振

り返って、後姿を確 かめたい とい う気持 ちが揺れ

動いた。通 り過 ぎて しば らくしてか ら振 り返るの

写真5仁 王門

と、少女が振 り向 くのが 同時だった。視線 と視線がぶつか り、二人の問で大地の神 と天空の神が激 し く

交信 し合った。後 ろでは、仁王様が 目をカ ッと見開 き、睨んでいた。

孫二人 と、小 菅の里 を歩 くこととなった。 中学の夏休みの宿題 は、「ふるさと学習」だ とい う。 自分

の足元のことは、なかなか知 らない ことが多い ものだ。それなら、 と 「資料館」へ連れて行 くことにし

た。

資料館 には、貴重 な文化財や江戸時代か らの文書が保管 されている。退職 して10年 ほどになろうとし

ている私の ような年寄 りたちが、説明や案 内をした り、管理 をしている。無給の、小菅の里学芸員であ

る。

信州大学の学生 も、夏休み を利用 して大勢勉 強に来ていた。すで に顔見知 りの学生 も多 い。研究の専

門分野 について、孫 にひとくさ り、講釈 してもらうことにした。

「フー ン。先祖 の皆 さんががそれぞれ汗 をか き、他所 の皆 さんか ら知恵 をいただいて、今 の小 菅があ

るんだ。」

二人の孫の感想である。お昼は 「三平亭」でいただ くことにした。菩提院の住職が無住 となった民家

を預か り、食事 を提供 している。おい しい ご飯 と地域食材 が評判で、遠 くか らの来訪者 も多い。

支払いは、地域通貨 の 「えん」を使 うことにした。役行者 にも因み、住民 はみんな地域 で一人二役 を

持 っている。住民以外 に も小菅 に縁 とゆか りがある人が多 く、祭 りやイベ ン ト、お伝馬作 業な どにはそ

の都度参加 している。役の報酬や参加活動費 は、地域通貨で支払 われるのだ。地域づ くりはみんなで円

く、微笑んで とい う意味 も持たせ てある。

今年 も暑 い夏。2020年8月 である。
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